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本号はババッド・マタラムの３回目 (第61～68章) で, スルタン・アグ




 パクアラム版 『ババッド・タナ・ジャウィ』 (NBS 216)
ラスによれば, 以上の他にも大ババッド・グループに属するテキストが
いくつかある [Ras 1987b : XIXXXI]｡ その中でもとくに重要な３点を取
りあげておきたい｡
第一に, レイデン大学図書館で NBS 216という整理番号をもつ 『ババッ
ド・タナ・ジャウィ』 である｡ NBSはオランダ聖書協会 Netherlands Bible






第 5部 ババッド・マタラム 3
[翻 訳]
深 見 純 生 訳
にはそのうちの約160点があがっている [Pigeaud 1968 2 : 712755]｡
NBS 216はジョクジャカルタ書体のジャワ文字による散文版であり,
２巻からなる｡ 第１巻 (1528頁) はパジャジャランの建国に始まりパクブ
ウォノ１世 (位1703～1719) まで, 第２巻 (490頁) はその後のカルタス
ラ, スラカルタ, ジョクジャカルタの歴史であり, イギリス支配期
(1811～1816) におけるパクアラム王家の設立 (1813) までを扱い, 未完
である [Pigeaud 1968 2 : 750 ; Ras 1987b : XIXXX]｡ スギアルトによるロー
マ字版およびオランダ語による梗概が作成されていて, これにはレイデン
大学図書館の LOr 10.726という整理番号が与えられている｡ 第１巻は500
頁, 第２巻は327頁である [Pigeaud 1968 2 : 660]｡
始まり方が大ババッドとちがってパジャジャラン建国からであり, ワトゥ
グヌン王の物語 (第２章) は含まれず, シユン・ワナラの物語 (第４章)
は含まれるという｡ また同じ始まり方をする作品がスラカルタ王家にも存
在すること (ラドヤ・プスタカ Radya Pustaka博物館の RP 128, マンク
ヌゴロ王家図書館の RPB 36) が明らかにされており [Ras 1987b : XX],
そのインドネシア語訳が出版されている｡
 ジョクジャカルタ版ババッド・クラトン Babad Kraton
諸写本の詳細な比較に基づく文献学的研究は遅くとも1970年代にはリッ
クレフス [Ricklefs 1972 ; 1979] やデイ [Day 1978] などによって始まっ
ている｡ その際リックレフスがとくに注目したのが大英博物館所蔵のババッ
ド・クラトンであり (Add. MS. 12320), あわせて断片的ではあるがイン




あり, バライプスタカ版の全部 (第 1～31分冊) および大ババッドの第 1～
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234詩章と総体として一致するという [Ras 1987b : XX]｡ ローマ字転写版
が刊行されている (Pantja Sunjata 1992)｡
 サジャラ・ラジャ・ジャワ Sajara Raja Jawa
ラスはババッド・クラトンより古いものとしてサジャラ・ラジャ・ジャ
ワをあげている｡ 翻訳官ホルデイン Gordijnが翻訳し, その冒頭部分をイ
ペーレンが刊行したという [Iperen 1779]｡ その原本はホルデインがスラ
カルタにおける彼の先生ストラパナ Sutrapanaから1750年に購入したもの
だが, 現在は所在不明である｡ ホルデインはキヤイ・アグン・セラ (第24
章) まで翻訳したが刊行されたのはウダラのクディリ国守任命 (第９章)
までである｡ ラスによれば, 刊行された部分について検討すると, この作
品と大ババッド, メインスマ版, ババッド・クラトンの４者の物語展開は
驚くべき一致を示していて, したがって1750年にはこれらの共通の祖形と
いうべきものが存在したことになる [Ras 1987b : XXXXI]｡
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槍をとり鹿に突きだされ, 胸に刺さり, 血が吹き出した｡ 鹿の突進の速さ
と陛下の力強さのため, ウルグヤシの柄は折れてしまい, 鹿の角が陛下の
太股に当たった｡ しかし陛下は傷つかず, 鹿は死んだ｡ こうしてスルタン
は誓いをお立てになった｡ ｢将来余の子孫はウルグの木の柄を用いてはな
らない｡ 不運のもとになる｣
















































木曜日に王様は謁見にお出ましになった｡ 王族たち, ブパティたち, マ
ントリたちがすべて揃って伺候し, 王弟のアリット公もまた伺候しておら
れた｡ 王様はブパティたちと王族たちにお話しになった｡ ｢わが臣下の皆




















に就けると請け合い, 煽りたて, 悪事を唆した｡ パシシンガンの言うとこ
ろでは, マタラム人にはあなた様を応援すると約束するものが多い｡ くわ
えて, いまマタラム人はみな町の建設に従事しているので, クラトンは静
かで, 誰もいないことが多い｡ クラトンの中が静かな時に, パシシンガン
はこれを奪い取ると保証した｡ アリット君の返事は, まずよく考える, そ
して父なるダヌパヤ公の戻りを待つというものだった｡ パシシンガンは説
得し続け, あれこれ多くのことを語り, そして若君のルラ lurah [長] た
ちは相談に与かるとパシシンガンの言葉を支持した｡ 王子はしだいに心を












う命じられた｡ 侯は ｢御意のままに｣ とお答えした｡ 翌朝プルバヤ侯は先
んじて工事現場に行き, マタラム人みなに指示を与えた｡ まもなくパシシ
ンガンが現れ, みなに突きかかられて死んだ｡ 家来たちは逃げて, アグラ
ユダに父上が殺されたことを伝えた｡ アグラユダはこれを聞くと涙を流し
















れた｡ ｢それはどういうことかな, 弟よ｣｡ アリット君は跪拝してお話しに






アリット君は ｢かしこまりました｣ と答え, 王様の前から下がった｡ 屋
敷に戻ると家来たちはみな揃っていて, その数は300人に上った｡ 内庭に
はルラ８人, ほかに世話役２人, 女歌舞の男芸人１人もいた｡ 若君はお命










ダカワナ Daka-Wanaといった｡ ダカワナは外に留まり, スムンギットだ
けが中に入り, 殺された｡ ダカワナはこれに気づくと急いで戻り, 王様に
事態を申しあげた｡ 王様はダカワナの報告を聞くととても驚かれ, そして
涙をこらえられた｡ プルバヤ侯は静かに申しあげた｡ ｢陛下, 弟君が寿命
をまっとうなされないのは, アラーの思し召しによる宿命であります｣｡
王様は厳しくお命じになった｡ ｢おい, マタラム人たちよ, まもなく弟が
攻めてきても, 歯向かってはならぬ｡ たとえ大勢が殺されようとも, 余の






































































と, お召しになった｡ しかし女はすでに妊娠２ヶ月だった｡ 王様は女を見
てとても気に入り, 内廷にお入れになった｡
王様は他の側室を忘れるほどこの女に夢中になり, ラトゥ・ウェタン
Wetan [東の女御] という称号をお与えになるほどであった｡ しかし世間
























い, 王位を継ぐことになっていた｡ ４人の弟とは腹違いであった｡ ２番目
の王子はパンゲラン・プグル Puger, ３番目はパンゲラン・シンガサリ








































王様は涙をぬぐいながら申された｡ ｢叔父上, 叔母上, あまり思い詰め
ないで下さい｡ 私は怒っていませんし, もうすでに貴方がたを許していま
す｡ くわえて, 叔父上, 将来, 私が死んだら, 貴方の孫がきっと私を継い
で王位に就くでしょう｡ しかしながら, 王宮の所在はマタラムではありま
せぬ｡ 貴方の孫はワナカルタにクラトンを設けるでしょう｡ ここはという
と, 王位に就くのは私が最後なのです｣｡ プキック公は答えられた｡ ｢アラー
に懇願申します, また神の預言者にも, ここマタラムの国が不変でありま
すように, 王位に就くのは陛下の血を引く者でありますように｣｡ 王様は







王様は２人の近習, ナヤトルナ Naya-Trunaとユダカルティ Yuda Karti













わが娘が王様に嫁するとは｣｡ そして言った｡ ｢ナヤトルナ殿, ユダカルティ
殿, 拙者の見るところ, この国のどこを捜しても拙者の娘を凌ぐ女人はお
りませぬ｡ 貴殿らが女たちをすべて, 村々までも含めて, 呼びだされたと
しても, 何程の者はおりませぬ｡ しかしながら, 娘はまだ成人しておらず,









ジャの屋敷に行った｡ これが娘らを王宮に案内し, 王様に申しあげた｡ 王








































いった｡ 肌はウコンのような淡黄色で, 容姿は優美で, すべての所作は非





たようで, 長い間呆然と眺めていた｡ そして激しい恋におちた｡ ウィラル
ジャは太子がおいでになっているのを見ると, 急いでやってきて, 足許に












うと馬に乗り, 早駆けした｡ 王宮に着くと, ドドットを被って寝てしまっ
た｡ 従者たちはみなご主人様は病気だと思った｡ しかし, １人だけウィラ
ルジャ邸の女性への恋煩いだと察した侍女がいて, 急ぎプキック公に申し
あげた｡ これを聞かれたプキック公は, 災いが起こるのではないかと, と


















求める, その女性をわしにくれ, 太子と結婚させるのだ｡ もしも王様がご
立腹になったなら, わし１人が責めを負う｡ たとい命を失おうとも, 実現




た｡ ｢ウィラルジャよ, そなたの言うことはまったくそのとおりだ｡ しか
しそれでもわしは, 王様の怒りを買おうとも, たとえ命を失おうとも, １















た｡ プキック公夫妻は素早く姫を引きよせ, 手を取って横に座らせた｡ プ






定めであって, 免れることはできないものなのだ｡ さらばじゃ, 家に戻る
としよう｣
プキック公夫妻は屋敷を後にし, オイ姫は輿に乗って連れられていった｡
王族の区域に入ると, 孫に会い, プキック公は語りかけられた｡ ｢アノム
よ, もはや恋煩いはおしまいにしなさい｡ その病の特効薬を見つけてきた
ぞ｡ これを見よ｣｡ 太子は姫を見て大喜びし, 心の高まりにたえられず,
姫の横にきて座った｡ スラバヤ公は申された｡ ｢孫よ, お前は心配するこ
とはない｡ お前の父なる王様がお怒りになったとしても, わしが引き受け
てやる｡ たとえ命を落とすことになろうとも, お前が喜び幸せでありさえ
すれば, わしが引き受けてやる｡ では, 愛しあうのじゃ, わしは戻るとし




た｡ 王様は激怒なさった｡ スラバヤ公は殺され, その一族も全部で40人が
すべて殺された｡ そしてウィラルジャは妻子とともにプラナラガに追放に
なり, そこで殺された｡ そして太子は父から, 自分の手でその娘を殺すよ
う命じられた｡ もし太子がオイ姫をただちに殺さないならば, もはや自分
の子とは認めないと｡ 太子は父のこうした命令を受けると, 深く悲しんだ｡






され, 見せしめのための刑罰が頻繁に執行された｡ ブパティたち, マント
リたち, 王族たちがたがいに地位を奪い合い, 王国の秩序はすっかり混乱
してしまった｡ マタラム中の人々がみな不安になった｡ しきりに月食と日
食がおこり, 時季ならざる雨が降り, 夜毎にまがまがしい彗星が現れ, 灰











だった｡ 太子は祖父, カジョラン Kajoranのパヌンバハンを思いつくと,
こう独りごちた｡ ｢マタラムの征服を命じるとしたら, カジョランの祖父
以外にありえない｡ 苦行を重ね, 霊力のある人なのだから｡ 隠れ蓑として
使うならきっとうまくいくだろう｣｡ 太子はこうして配下の３人のルラ,
プラナ・タカ Prana-Taka, スムンディ Sumendhi, アンダ・カラ Anda-
Karaをお呼びになった｡ 太子はこう命じられた｡ ｢お前たち３人はカジョ





さて, カジョラン公であるが, たいそう霊力が強く, 厳しく瞑想に励ん
でいた｡ そしてサンパン出身のラデン・トルナジャヤ Truna-Jayaという
養子がいた｡ 実父はサンパン国守ディパティ・チャクラニングラット
















を読むと, マタラムにむけ出立し, トルナジャヤは義父に随行した｡ マタ
ラムに着くと太子を訪ね, その屋敷に招じ入れられた｡ 太子はこう切り出















はできぬ｡ わしはすでに老いたし, 王様が怖いゆえ｡ そのうえ, そなたの
願いは順当とはいえず, 時を飛び越えるものと判断できましょう｡ わしの
考えでは, じっと我慢にしかず｡ このまま進めば, 王様が亡くなられたな
ら, 後を継ぐのはそなたに間違いないのじゃから｣｡ カジョラン公は言葉
を尽くして諫められたけれども, ついに説得できなかった｡ こうしてカジョ
ラン公は申された｡ ｢そなたがそれほど固執するなら, 若殿, わしの代わ
りの者を世話しよう｡ わしに義子があり, トルナジャヤという｡ 亡きサン
パンのドゥマン・ムラヤの王子である｡ この者がきっとそなたの求めに応
じることができ, そして, マドゥラで兵を挙げことができよう｡ そのトル
ナジャヤは一緒にきていて, いま外におる｣
太子は喜んで, トルナジャヤを招じ入れた｡ トルナジャヤは太子の前に
現れると, 拝礼した｡ 太子は嬉しげにトルナジャヤをご覧になった｡ カジョ
ラン公はトルナジャヤに申された｡ ｢よいか, お前が召されたのは, お前
がご主人様の替え玉になってマタラムの国を征服することが望まれている
からだ｡ もし失敗したら命はないだろう｡ どうかな, ご主人様の替え玉と






｢トルナジャヤ, そなたにサンパン国を与えよう｡ 自ら伐り従えよ｡ マドゥ
ラ人をすべて留まらしめて, マタラムに姿を現すのを許してはならない｡
ブパティたちについては, マタラムに留まらせよ｡ 挙兵したなら, ただち
にパシシルや外領の者どもを屈伏させるのだ｡ 逆らう者がいれば, 武力で
倒せ｡ しかし忘れてはならぬ, 余が後ろにいることを隠し通すのだ｡ マタ
ラムが支配下に入った暁には, ただちに余の前に現れよ｡ 余がすでに王位
に就いたなら, 全権をそなたに与えよう｡ 余はただ王位に就けばよい, ジャ
ワの国の困難はすべてそなたに委ねよう｣｡ トルナジャヤは ｢かしこまり
ました｣ と答え, 太子から財宝, 衣装, 様々な武器を賜った｡
カジョラン公とトルナジャヤは太子のもとを辞すとカジョランに戻り,
準備万端整えた｡ カジョラン公は指示した｡ ｢よいか, お前に伝えておく｡
心配することはない｡ マタラムの国はきっとマドゥラ人によって征服され
るだろう｡ お前は直ちにスラバヤにおいて兵を挙げよ｡ いずれマタラムが
混乱したなら, わしはお前の後に続く｣｡ トルナジャヤは心得ましたと答
えて, ただちに妻子とともに出立した｡ サンパンに着くと大勢が喜んで出
迎えにきた｡ この方こそ旧主なのだから｡ マドゥラの全島あげてみな服従
し, 逆らう者はいなかった｡ トルナジャヤは早くも大軍を有した｡
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